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肺結節の考え方の改定に関して
日本CT検診学会 肺がん診断基準部会 部会長／
がん予防・検診研究センター／総合東京病院　柿沼龍太郎

肺がん診断基準部会にて、2013年に第3版に改定し
た肺がんCT検診で発見される「肺結節の考え方」を、
今回、第4版に改定いたしました。
改定の要点は、第1は、マルチスライスCTの普及に

より、肺結節の性状を診断する上で薄層スライス3 mm
以下が推奨されていることから、検診CTが3 mmス
ライス以下で再構成されている場合、1か月後の thin-
section CTは省略して3か月か4か月後のTSCTの選択
肢がある診断樹にした点、第2は医療機関での精密検
査をする肺結節の大きさ（最大径と短径の平均値）の基
準を、5 mmから6 mmに変更した点、第3は増大の定
義を明記した点です。アメリカでは、最大径と短径の
平均値にて肺結節の変化を定義しています。すなわち、
Lung-RADS Version 1.0は増大を1.5 mm以上としてい

ますが、National Comprehensive Cancer Networkの
ガイドライン（Version 1.2016）では2 mm以上を増大
としています。一方、オランダとベルギーで進行中の
NELSON trial、および、英国胸部学会の肺結節のガイ
ドラインでは、肺結節の変化を、肺結節の体積の倍加
時間で診断しています。本邦においては、肺結節の体
積の変化を評価することはまだ一般的ではありません。
肺癌のTNM分類が2017年より第8版と改定される
のにあたり、世界肺癌学会から、すりガラス様陰影の
T分類についての提案（Travis論文）が出版されまし
た。また、肺がんCT検診で発見されるすりガラス様陰
影に関しても新しい研究結果が報告されつつあります。
これらを反映させることも検討しましたが、すりガラ
ス成分を含む肺結節に関しての精密検査をするかどう
かの大きさの基準は15 mmで変えないこととしました。
今後の更なる検討が必要かと考えます。

「低線量CTによる肺がん検診の肺結節の判定基準と経過観察の考え方第4版  2016年11月追加改訂」を学会
HP（http://www.jscts.org/index.php?page=guideline_index）に掲載いたしました。ご参照のほど、よろしく
お願い申し上げます。

http://www.jscts.org/index.php?page=guideline_index
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会員のみなさまへ

低線量肺がんCT検診の自治体での実施または準備中
のニュースを各地からいただいております。
日本CT検診学会・理事会では、無用な高被ばく線
量でのCT検診への注意喚起や、インフォームドコンセ
ントの必要性を世の中に主張すべく、啓蒙のためのド
キュメントの準備が進んでおりました。このたび、『検
診を準備される自治体肺がん検診業務担当のみなさま
へ（ご依頼）－住民対象の低線量肺がんCT検診におけ
る留意点－』というかたちでまとまりましたのでご報告
申し上げます。
みなさまのお近くの自治体にて、肺がんCT検診を実
施されたり準備中であった場合には、是非ご担当者に、

本文書をお知らせいただければ幸いです。
また、日本CT検診学会事務局に自治体での準備の

情報をご連絡いただければ、こちらから担当者にあて
書面を送付させていただきます（連絡先 jscts-office@
kuba.jp 宛てメールにて【新規準備自治体連絡】等の主
題でお願いいたします）。
国内で実施される肺がんCT検診がすべて低線量でか

つ適切なインフォームドコンセントのもと実施されるよ
うに今後とも学会は活動を続けてまいります。 
ご支援のほど宜しくお願いいたします。

日本CT検診学会
理事長　中川　徹 

検診を準備される自治体肺がん検診業務担当のみなさまへ（ご依頼）
－住民対象の低線量肺がんCT検診における留意点－

米国のくじ引き割付試験＊で、肺がん死亡率減少に効果ありとの結果を受けて、世界中で低線量肺がん
CT検診実施の機運が高まっております。テレビや新聞・雑誌等のメディアにおいてCT検査による肺がん
早期発見の話題が取り上げられ、一般住民のみなさまにも、肺がんの早期発見にはCT検査が必要という
認識が広まっております。
自治体の実施する肺がん検診においても、低線量肺がんCT検診を実施するところが徐々にですが増え

ております。一方、健康な住民のみなさまへの検診サービスですので、通常の一般医療における診断用CT
検査と同等の被ばく線量による検査は許容できるものではありません。
『低線量』（低被ばく）は肺がんCT検診の大前提となります。低線量とは、通常診断用CT検査の1/10程

度をいいます。

日本CT検診学会のサイト＊＊では、すでに参照可能ですが、被ばくの少ない低線量での検査とするこ
とを前提に実施計画を策定ください。また、現在、通常診断用CT線量で検査されている場合は速やかに

『低線量』（低被ばく）に変更してください。

低線量肺がんCT検診を受診する一般の方々にぜひ理解しておいて欲しい重要なチェックポイントは以下
のとおりです。是非とも検診実施計画策定前に担当診療放射線技師・医師と相談のうえ、受診者への説明
内容を確認してください。

【チェックポイント】
□ 検診の目的
□ 低線量肺がんCT検診のこれまでの成績
□ 検診の方法
□ 当該検診の費用（精密検査の費用まで）
□ 低線量肺がんCT検診で予想される利益
□ 低線量肺がんCT検診で予想される不利益

そのほか、受診者に対して肺がん以外の疾患が発見される可能性や、頻度は少ないものの、検診で早期
のうちに発見することが難しい肺がん（発育速度の速い小細胞肺がん）などについて、受診者に理解しやす
く説明しているかについてもチェックしてください。
以上の内容は検診を受診する住民のみなさまに情報開示して納得の上、低線量肺がんCT検診を受診さ

れるようにしてください。



3

JSCTSメールマガジン　2016年11月14日発行　第135号

ちなみに米国・連邦政府の公的医療保険制度であるメディケア・メディケイドにおいても低線量肺がん
CT検診が導入されましたが、その検診受診資格要件は以下3つになります。
・55歳～77歳
・呼吸器症状がない（血痰やせきなど肺や気管支の症状がない）
・タバコ一日一箱30年以上喫煙歴を有する現在喫煙者および禁煙15年未満の者
この検診を診断する医師も専門医に規定され、受診希望者は、医師と十分に相談して検査によるリスク

なども了解の上で検査受診すること（インフォームドコンセント）、撮影条件も米国人の標準体型でCTの
線量指数（CTDIvol）が3 mGy以下の低線量を遵守させるなど、かなり厳格なものになっております。

＊ http://www.acraccreditation.org/~/media/Documents/LCS/Lung-Cancer-Screening-Technical- 
Specifications.pdf?la=en (Accessed 2, 1, 2016)

＊＊ http://www.jscts.org/
2016年3月

日本CT検診学会
理事長　中川　徹

「第24回日本CT検診学会学術集会」のお知らせ

大会長： 仁木　登
 （徳島大学大学院理工学研究部）
開催日： 2017年2月3日（金）～4日（土）
開催地： あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）
 〒770-0835 徳島県徳島市藍場町2丁目14番地
 http://www.kyoubun.or.jp
演題募集期間：2016年10月17日（月）～11月25日（金）
事前参加登録締切日：2016年12月31日（金）
事前参加費振込期限：2017年1月6日（金）
大会HP：http://www.jscts.org/taikai24/index.html

※詳細は随時、上記HPにてお知らせいたします。

開催日 2017年2月3日（金）・4日（土）
開催地 あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）
 徳島県徳島市藍場町2丁目14番地　http://www.kyoubun.or.jp

大会長 仁木　登（徳島大学大学院理工学研究部）
H　 P http://www.jscts.org/taikai24/

第24回日本CT検診学会学術集会運営事務局
〒102-0072
東京都千代田区飯田橋3-11-15  UEDAビル6F　
株式会社クバプロ内
TEL：03-3238-1689　E-mail：jsct-taikai24@kuba.jp

第24回日本CT検診学会学術集会主催事務局
〒770-8506
徳島県徳島市南常三島町2-1 徳島大学理工学部光応用棟
TEL：088-656-9430
担当：河田佳樹／鈴木秀宣

第24回
日本CT検診学会学術集会
The 24th Annual meeting of Japanese Society of CT Screening

－低線量CT検診の技術的課題－

お問い合わせ
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日本CT検診学会 
2017年夏期セミナーのお知らせ

開催日： 2017年 7月22日（土）
開催地： コクヨホール
 〒108-0075 東京都港区港南1丁目8-35

※詳細は決まり次第、日本CT検診学会HP（http://www.
jscts.org）にてお知らせいたします。

http://www.acraccreditation.org/~/media/Documents/LCS/Lung-Cancer-Screening-Technical-Specifications.pdf?la=en
http://www.acraccreditation.org/~/media/Documents/LCS/Lung-Cancer-Screening-Technical-3
http://www.jscts.org/
http://www.kyoubun.or.jp
http://www.jscts.org/taikai24/index.html
http://www.kyoubun.or.jp
http://www.jscts.org/taikai24/
mailto:03-3238-1689%E3%80%80E-mail%EF%BC%9Ajsct-taikai24@kuba.jp
http://www.jscts.org
http://www.jscts.org
http://www.acraccreditation.org/~/media/Documents/LCS/Lung-Cancer-Screening-Technical-Specifications.pdf?la=en
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肺がんCT検診認定機構 講習会のお知らせ

第17回　認定技師定期講習会
日　時： 平成29年1月28日（土）、29日（日）
 ※1日目　9：00～18：00
 　2日目　8：50～13：20（予定）
会　場： 駒沢大学（東京都世田谷区駒沢1-23-1） 
申込期間：平成28年10月17日（月）～11月6日（日）
詳細 HP： http://www.ct-kensin-nintei.jp/gishi/

workshop/index.html

第12回　認定技師更新講習会
日　時： 平成29年1月28日（土）
会　場： 駒沢大学（東京都世田谷区駒沢1-23-1）
受講対象者

1. 認定証の有効期限が2012年4月1日～2017年3月
31日までの方

2. 認定証の有効期限が2012年10月1日～2017年9
月30日までの方

※上記の方が対象となります。認定証をご確認の上お
申し込みください。

申込期間： 平成28年10月17日（月）～11月6日（日）
詳細 HP： http://www.ct-kensin-nintei.jp/gishi/

koushin/kousyukai/index.html 

第12回　認定医師更新講習会 兼 認定医師新規認定講習会
日　時： 平成29年3月26日（日）　9：45受付開始予定
会　場： 大阪国際会議場（グランキューブ大阪）1003

（大阪府大阪市北区中之島5丁目3－51） 
詳細 HP： http://www.ct-kensin-nintei. jp/ishi/

workshop/index.html

第10回日本がん検診・診断学会習熟講習会
のお知らせ

日　時：平成29年1月21日（土）（予定）
会　場：日本大学病院（東京都千代田区神田駿河台1-6）

※詳細は、決まり次第ホームページ（http://npo.jacdd.
org/index.php?page=info_a04115）にてお知らせします。

カンファレンス紹介
どなたでも自由に参加できるカンファレンスを紹介します。
これ以外にもご存じのカンファレンスがありましたらご紹介下さい。

第164回東京チェストカンファレンス（TCC）
日　時： 2016年11月9日（水）　19時～21時
場　所： 東京逓信病院（管理棟5階・小講堂）
 飯田橋駅下車5分　HP：http://www.hospital.japanpost.jp/tokyo/access/index.html
 ● JR「総武線」飯田橋駅西口　徒歩5分
 ●地下鉄「有楽町線・南北線」飯田橋駅B2a出口 徒歩約6分
 ●地下鉄「東西線・大江戸線」飯田橋駅A4出口 徒歩約9分
参加費： 500円
事務局： 三澤（亀田総合病院附属幕張クリニック）　＜携帯＞090-1055-1917

第31回肺がん検診セミナーのご案内

テーマ： 「肺がん検診を再考する̶知識の整理と実践̶」
日　時： 12月21日（水）8：40～15：35
 （第57回日本肺癌学会学術集会3日目）
会　場： 福岡国際会議場 4F 第7会場（411＋412）

世話人： 芦澤 和人（長崎大学大学院臨床腫瘍学）
Ｈ　Ｐ： http://conference.haigan.gr.jp/57/21_

seminar/index.html
※詳細は、上記HPをご参照ください。

http://www.ct-kensin-nintei.jp/gishi/workshop/index.html
http://conference.haigan.gr.jp/57/21_seminar/index.html
http://www.ct-kensin-nintei.jp/gishi/
http://www.ct-kensin-nintei.jp/ishi/
http://npo.jacdd.org/index.php?page=info_a04115
http://npo.jacdd.org/index.php?page=info_a04115
http://www.hospital.japanpost.jp/tokyo/access/index.html
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備　考： 当日、軽食をご用意致しております。
 駐車場に限りがある為、公共の交通機関をご利用下さい。

今後の開催日は次の通りです。会場はすべて東京逓信病院を予定しております。
年間のスケジュールに組み込んでいただけますようお願いいたします。
・第165回　2017年1月11日（水）　19時～21時

国立がん研究センター東病院　胸部X線読影会
日　時： 毎月第2火曜日　午後7時30分より約2時間
場　所： 千葉県柏市柏の葉6-5-1　国立がん研究センター柏キャンパス内
 先端医療開発センター（旧臨床開発センター）研究棟3階　セミナールーム１
内　容： （前半）ご出席の先生から提示していただいた症例の読影・解説
 （後半）様々なテーマでの症例呈示・講演等
参加費： 無料
備　考： 双眼鏡多数用意してあります。
U R L： http://www.ncc.go.jp/jp/ncce/professional/seminar/dokuei.html
連絡先： 04-7133-1111（代）　事務局（院内PHS：91426）寺田
案内請求：miterada@east.ncc.go.jpまで。

スタッフ、その他募集
国立がん研究センター中央病院　肺診断グループ
当グループではチーフレジデント、レジデント、短期レジデント、厚労省計画研修医、対がん協会奨学医、他施設から

の任意研修医を募集しております。気管支鏡検査・治療、胸部X線およびCT読影について指導致します。
興味のある方は下記にご連絡下さい。

国立がん研究センター中央病院　呼吸器腫瘍科
土田敬明　ttsuchid@ncc.go.jp

神奈川県立がんセンター　呼吸器グループ（呼吸器内科・呼吸器外科・病理診断科・放射線腫瘍科）
当グループではシニアレジデント、レジデント、他施設からの任意研修医等を募集しております。
当施設では、主に肺癌の診断（画像診断、気管支鏡診断及び病理診断）から治療（手術療法・放射線療法・化学

療法・治験～臨床試験）に関して幅広く研修できることが特徴です。「がん薬物療法専門医」のための他科（腫瘍内
科・消化器科・乳腺外科等）研修ローテションも可能です。
興味のある方は下記にご連絡下さい。

神奈川県立がんセンター 呼吸器グループ kokyuki@kcch.jp
呼吸器内科　山田耕三
呼吸器外科　中山治彦
ホームページ：http://kcch-tog.umin.jp/index.html
募 集 期 間： 任意研修医は随時、レジデントおよびシニアレジデントは毎年10月に試験を行っております（詳細は

ホームページをご参照ください）。

http://www.ncc.go.jp/jp/ncce/professional/seminar/dokuei.html
mailto:miterada@east.ncc.go.jp
mailto:ttsuchid@ncc.go.jp
mailto:kokyuki@kcch.jp
http://kcch-tog.umin.jp/index.html
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〒102-0072　千代田区飯田橋3-11-15  UEDAビル6F
（株）クバプロ内
NPO法人 日本CT検診学会
発行責任者：中川　徹
編集発行：（株）クバプロ
TEL：03-3238-1689　FAX：03-3238-1837
E-mail：jscts-office@kuba.jp
ホームページ：http://www.jscts.org/
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編集後記
学生実習で医学部5年生の受け入れがあり、私の担当はCT検診についてでした。学生に、「小さな結節を見

つけるよりも、その結節が異常ではないことを診断する方が難しく、多くの時間と労力を費やす。」といったこ
とを話すと興味深そうに頷いておりました。
今回、肺結節の考え方が第4版に改訂されましたが、低線量肺がんCT検診を安全に正しくマネージメントす
る上で、大変重要な資料となります。是非とも本文を熟読し、皆様の実地にお役立て頂きたいと思います。

（草野　涼）
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